
第３回常任委員会議事要旨 

日時 平成２９年９月２５日（月）午後６時から午後８時２０分 

場所 県民総合運動公園陸上競技場内２階会議室 

出席者 
佐藤・住吉・山田・笠・齋藤（理事５名） 

永田・太田黒（事務局２名） 

 会  議  内  容 

１ 開会 

 

２ あいさつ※丸山副会長が欠席のため、省略 

 

３ 議長選出  議長：佐藤理事長 

 

４ 報告 

（１）ブロック別事業の実施について 

  ・各ブロックから報告。（北ブロック：山田、中央ブロック：笠、南ブロック：齋藤） 

（２）平成２９年度研修会について 

  ・９月２日（土）に行った研修会実績について事務局から報告。 

  ・アンケートの集計結果について事務局から説明。 

（３）今こそ絆！復興事業の実施状況について 

  ①ブロック別復興事業の実施状況について 

  ・北ブロック住吉理事から北ブロック復興事業について報告。 

  ・南ブロックは１０月、中央ブロックは１２月に復興事業を実施予定である旨確認。 

  ②「熊本地震発生からの歩み」作成について 

  ・SCS 加入クラブ（６０クラブ）のうち、５８クラブが提出された旨報告。 

〈掲載内容〉 

○チェックリスト（各クラブの自己点検） ○支援金の活用方法（協議会の活動） 

   ○連携体制の在り方（日頃からのつながり）○協議会の必要性（ブロック活動） 

   ○協議会が実施したことを時系列に示す。 

   ○SNS の活用（緊急時何をアップするか等のマニュアルがあるとよい） 

   ○LINE＠の新設（月４回、１０００人以下の登録数で無料） 

  〈クローズアップする内容〉 

 ◇「指定管理・委託」※宇土や上天草、菊陽や大津など 

◇「運営」※教室や事務局機能について 

   ◇「支援活動内容」※支援したクラブ、されたクラブ、できなかったクラブ 

            ※自地域のための支援、他地域から被災地に支援 

            ※被災者、支援者の生の声 

  ・印刷業者について、過去に熊本地震関係の報告書類を作成した実績があるところにす 

ると話がスムーズだろうという結論になった。 

（４）九州ブロッククラブネットワークアクションの開催について 

  ①九州ブロッククラブネットワークアクション 2017 について 

  ・１１月１１日（土）～１２日（日）に沖縄で開催されるネットワークアクションにつ 

いて、要項案を元に事務局から説明。 

・本協議会代表の長田会長、事務局の永田、太田黒、プロジェクトリーダーの齋藤理事 

が参加する旨報告。 

  ②九州ブロッククラブネットワークアクション inくまもとプロジェクト「会場候補地 



視察・第４回スタッフミーティング」について 

  ・９月７日（木）に実施した会場候補地視察・第４回スタッフミーティングについて内 

容を報告。 

・日程について、第１案が１１月３週目の土日、第２案が１１月第２週の土日となった 

ため、現在九州各県のアドバイザーにどちらの方が良いか意見聴取中である旨報告。 

 佐賀県、長崎県は第３週の方が良いとの意見である旨補足。 

 

５ 議事 

（１）平成３０年度事業計画及び予算について 

  ①県内クラブ交流大会の開催について 

  ・来年度は九州ブロッククラブネットワークアクションもあり、開催日程を１１月の第 

３週目にしてはどうかとの意見もあり、県内クラブ交流大会の開催時期や内容の見直し 

について提案があった旨説明。 

  ・今後はステージ部門を設定し、クラブのプログラムの発表の機会にしてはどうかとの 

意見があがった。（ダンス、演舞、カラオケ、トーク、漫才、ライブ等） 

また、これまでのような１カ所開催だと受入不可能の地域もあるため、プログラム毎 

のサテライト開催でも良いのではないか、目的を見直して内容をリニューアルしてはど 

うかとの意見も出た。 

  ・協議の結果、来年度については、九州ブロッククラブネットワークアクションがある 

ため、開催時期を変更して実施することを理事会に提案する。 

   開催基準要項の見直しについては、基本的にこれまでのままにし、「３ 開催の基本 

方針」の（２）に、「ただし、総合型クラブ関係の事業が本県で開催される際は、開催 

日程を変更し、実施する。」との追記をすることを理事会に提案する。 

②その他 

  ・特になし。 

 （２）本協議会非加入クラブについて 

  ・本協議会非加入クラブ８クラブについて説明。 

  ・出水南どっとネット、益城わくわくスポーツクラブは、熊本地震の影響が大きく、経 

営的にも大変厳しい状況であることから、救済措置として「休部扱い」で年会費を徴収 

せず、本協議会の活動に参加できるようにしてはどうかとの意見があった旨説明。 

・その他のクラブについては、協議会に加入するメリットがないという理由が大きいた 

め、県内クラブ交流大会の内容見直しをすることで、また変わってくるのではないかと 

の意見があった。 

  ・常任委員会委員メンバー程度の人数で、非加入クラブの地域に出向き、情報交換会を 

してはどうかとの提案があった。 

６ その他 

（１）第７回県内クラブ交流大会について 

  ・参加申込状況としては、全２７クラブとのことだった。 

・参加意向調査よりかなり少ない状況であるため、再度周知が必要とのことだった。 

 

７ 閉会 

  

 


